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H23 農業農村工学会大会講演会講演要旨集[3-26]

茨城大学農学部      （独）産業技術総合研究所   
ガソリン，ガソリン成分，土壌残留


土壌の違いとガソリンの残留特性に関して 



○西脇淳子 川辺能成 坂本靖英 駒井 武 張 銘




 

1. 1. 1. 1. はじめにはじめにはじめにはじめに    

近年の産業発展に伴い，石油系炭化水素や有機溶剤による土壌・地下水汚染が問題視さ

れている。また，平成  年  月には環境省から「油汚染対策ガイドライン―油含有土壌

による油臭・油膜問題への対応―」が公表され，ガソリンや灯油，軽油，重油などの鉱物

油汚染に対する取り組みが強化されつつある。 
鉱物油は様々な炭化水素の混合物であり，成分ごとに毒性 や環境中での挙動 が異な

る。しかし，土壌中での挙動には未解明な部分が多い。したがって，リスク評価及び汚染

の未然防止のために，室内実験及び実地調査に基づく，鉱物油の動態把握が重要となる。 
本研究では，ガソリンの土壌残留性を把握することを目的としてカラム試験を行った。

そして，ガソリン，およびガソリンに含まれる成分の土壌残留の差異について検討した。 
．．．．実験実験実験実験 
 試料試料試料試料 

汚染物質は鉱物油汚染のひとつとされるレギュラーガソリン   を用いた。また，供

試土壌は豊浦砂  土粒子密度      および黒ボク土     である。本実

験では，非汚染土壌に   を注入して模擬的に鉱物油汚染を再現した。 

     実験装置と方法実験装置と方法実験装置と方法実験装置と方法 
内径  ，深さ   の   製の円筒カラムを

垂直に   段重ねて実験装置とした  図  。下端には，

砂の流出を防ぐために   製のメッシュフィルターを

設置した。目的の深度へ   を注入できるようにカラ

ムのひとつには油の注入口を設けた。さらに，そのカ

ラムの内部に  製のメッシュフィルターを設置し，

注入した油が土壌媒体へ均一に供給されるようにした。

油の注入口は上から   の位置とした。 

実験は  ℃  の恒温室で行った。垂直に配置したカラム内に振動機を用いて豊浦砂を水

中充填した後，体積含水率が   となるまで真空ポンプで脱水した。土壌の乾燥密度は 

   である。およそ    のガソリンを油注入口からポンプで注入し   

，カラム上部を開放して一定期間静置させた。予定期間終了後にカラムを解体し，

深度ごとに土壌中の残留ガソリン量を測定した。解体は ，，，， 日後に行った。

 の採取土壌に   の無水硫酸ナトリウムを添加して脱水した後，最終的な全量が  

 となるように抽出溶媒として二硫化炭素を加えた。分析には，島津製作所製 


図図図図       実 験 装 置実 験 装 置実 験 装 置実 験 装 置 


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を用いた。全石油系炭化水素量  の測定には  カラム  ，成分ご

との測定には    を用いた。 及び     

 成分の解析にはそれぞれ， および   を使用した。 

．結果．結果．結果．結果
 残留残留残留残留 

図  に，豊浦砂における   および  日目，黒

ボク土における   日目の  残留   を示す。こ

れは，土壌   当たりの   量   として算

出した。豊浦砂において，  日後にはほとんど 

 が残留していないことがわかる。また， 日

後の豊浦砂と黒ボク土中での残留量を比較すると，

カラム全体で黒ボク土では  ，豊浦砂では 

  となり，黒ボク土において豊浦

砂の   倍近く残留することが確認された。 
 残留残留残留残留成分成分成分成分

実験開始後   日目の豊浦砂および黒ボク土中の   成分の残留量をそれぞれ，図 ，

図  に示す。両土壌においてアロマ成分とイソパラフィン成分が残りやすいことが確認され

た。また，豊浦砂ではカラム下層，黒ボク土では中程の深度に残留する様子が確認された。 


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










．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに
本研究では， および   成分の土壌残留特性を把握することを目的として，室内

カラム実験を行った。その結果，土性の違いで  ， 成分の残留量，および残留深

度が異なることが確認された。今後は，未然の土壌汚染防止を図るためにも， 以外の

鉱物油や異なる土壌に関する検討も必要と考えられる。 
参 考 文 献参 考 文 献参 考 文 献参 考 文 献 
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